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第2 回 仙台フォ
ー ラム ｢ 持続可能社会の構築と安心 ･ 安全｣

開会挨拶
1 3 : 0 0 ～ 1 3 : 1 0

1 4 : 1 0 ～ 1 4 : 3 0

オ
⊥

プ ニ 汐グ

ご 挨拶 阿部 博之 東北大学名書教痩･

元椅長 ､ 科学技術振興機構顧問

2 01 2 年空足､ カキ養殖泰
･ 畠山重篤 は

､
国連森林フォーラムより～

森林保護に貢献した世辞め6 人
r
フォ レストヒーロ 十 ズ｣ に選 出され､ ニ ューヨーク沿国連本部で表彰を受けた ｡

どうして ､ 海 の 男が
｢
森 林の 英雄｣ に?

森には3 つ ある｡ 山 の森 ･ 海の 森 ･

心 の 森｡ それ を敢えてくれたの はカキだっ た｡ 巨 大津 波 に襲わ れた大 震 災から2 年半｡

フ ォレス トヒーローズの 道 は棄北再 生の みならず ､ 日本 ､ そして 地 球の 再 生 へ の 道 につ なが っ て い る ｡

テ ー マ ｢ 森は海の恋人 大の心に木を植える｣

講師 畠山 重篤 N 和 法 人 森 抜海の恋人 理事長
1 9 4 3 年-､ 中国上海生麦れ｡ 県立気 仙沼 水産高校を卒 業後､ 家 業ぬ牡蝿養殖 集を継ぞ｡ 裔 の潰痩を守 割 二廊勧こ遠ぐ川 ､ さらにその 上 洗の 森を

守ることの太切さtこ気 付ぎ､･漁脚中間と真 に｢一牡蠣の容を慕う会｣ を構成〔2日8 9 年 ､ N P〔き最大森は海の恋人を設立き｡ l≦鳴響牢ホリ気仙沼欝に往く
■

大 川上流部 で ､ 漁民 による広 葉樹の 植林活動｢養は海の 恋よ 連動｣ を希っ てい る_
b 東日本 太震災で牡療蓋殖施設 等の全てを装うガ｣ 震災後の

自然 環境を講かした地域つくり奇展 開して♭､ ､ る ｡ 朝日森林文化 削1 g 9 4 年) ↓碍化 椎塵功労者内閣総理大臣表彰垣叩8 劉 ､ 宮沢胃ニ イ ー ハトープ
宮受質接触泊 年) ､､国連森林フォ

ニ

ラ･ムぐU N F F)∫フォレストヒーロ
ー

ズ｣ 受賞£2 8 1 2 年) 等 ｡

テ ー マ ｢ 二 つ の価値を目指して 一

掃続可能性と安全 ｣

東日本大 震 災 を契機 として ､ 安 心で きる社 会 とは何か ､ 安全 とは如 何 にして 堅持 す るこ とが 出来 るの か ､ 日本人の み ならず､ 世界中の 人々が

太 きな開J･B を寄せ て い 表す｡ 安心 員 安全な社会の構築に 駄 環境問 題､ 経済成長§ エ ネル ギ
ー 政策､ 住民め健 康､ 家計の 負担上昇､ 市 民 感情 ､

倫理な ど､ 長 期 的かつ トータルな視点 で 捉えな けれ ばなりません｡ 私 たちの 社会 におい て 持続可 能 性と安全とい う二 つ の 価値を目指すとは

どの ような ことか ､ 様々な観点か ら議論 を繰 り広 げ ます｡

■独

■

姦策義議完讐諾警慧
色研究セン タ ~

専戸ヨは エ 学｡ 原子力政策 ､ 核不臆敢政策` 科学技術政策とめ関係から､ 原

子力と社会 の問題に掛J 組 むb 内閣府 原子力委員会委 員長代理( 之0 柑
～ 2 8 1 4∋｡ 核兵器と戦争の根 絶を目指す科学者集眉匪ゆウオヅシュ 会議評

議員 ｡ 著書にiエ ネル ギー技術 のヰ士会 意思決定j ≡日透明 未来社会j 奄どや

lま せ が わ こ う い ち

長谷川 公 一

鹿北 大学 数段

専門は環境社会学､ 社会蓮萄鼠 市尉土合献金其政喪章めぐる環境開認と社会繊覿 政

策転換のプロセ対二軌
､てN G[〉咽 P D ′社会運動細雛 航 す役割なとに注目して＼社会変

動過程を理論呼実証軸二研究
･鉛板 蜃尉土金華ぬ視点か曳巳轟め原子力政策萱批判し

てきた二 著書に巨浪原子力社会へj子鹿原子力社会の遠粒妻ン環壕運動と新しい袋井圏沌ど｡

コ ーデ ィネ
ー ター

野鹿 西 一

束北大学 総長特命数億

書門 は脅学･ 科学基髄論 ｡ 近代科学の成意 と展 開のプロセ又を1 科学方法

論 の変遷 や理爵転換の構造などに焦点を合わせ て研穿白日本管学 者会見

日本学術会議会員 ､ 東北大学文学部長王東北大学理事 ･ 副学 長などを歴

任む著書にF パラダイムと柳塵班一宇歴史を哲学す年号科学の 解釈学きを&

薬師寺 泰蔵 慶應義塾大学 名誉教授
専 門Ⅰま政治学 ｡ 主に 国際政治学と科学 棲術との 関係｡ 政策研 究大学院

大草客員教授 ､ 世界平和潮 究所轄任研究顧問/ 理車 ､ 内閣府総合科学

茂 術会 議喜謹呈などを歴任 ｡ 著書にぎ魚共政策j ㌻テクノデタント一括 衝で
国が滅びるまえに｣ 掴 衷 の 軌 ､ 一 技術の｢ 娠の 上の 雲｣ モ デル_∃

など
望

詣芸遠=範富豪歪芸象雲警慧誉撃授
専門は科学史

･ 科学哲学｡ 高等研の研究フロラエ ラト責任者 姓 て安全学を軽咽で

安全壷求める人間の営め葱統一的に把握する鼓みを篇ける.
8 高校時代からチ ェ ロを

湊零♭カラシソヲ普敷こ閤す各造形も軌
､
コ 秦洋轟和女学院本学学長などを歴任｡

著署にと安全と安†扁形科学 け科学者とは何か= 浅間にとって科学と~は何軋:なと｡

肌l 公益財団法人国際高等研究所
私たも人簸軋 現在 ､ 様々恕要 因で持続的生存が脅が逃れそうを謙譲畠に直面しそい漬す｡ 次の世代のム々 はヾさち一に魯舘次巧世代のA 々は､ 今までどぉりの生き
方 ･

価値観で､ この 地球上に 生存し轟けられるでしよう軌 こうした 時代的 ､ 社会的背景に由来する諸 課題にどの よぅlこ対処しでし･
ミくの 仇､そして ､

2~1 世 掛 こあるペ

蕃文化 科学 ･ 披術は､ どの よう忠婁 なの机 これらの間顔に 対して老衰を塗めそしキく足勤まありません8 国際高薯柵究所払 ｢人類の 未来七妻帯の ために伺豪研 究

すべきかを研究する｣ ことを基本理念とし､ 産
･

学
･

官の協力のもとゝ これら
､
の諸課 題に基礎的研究に よっ て迫り窒す ｡ 世界の英知琶結集して､ これらの 研究を展開 し

ていて中部ら､ 学術研究に あける新しい方 向性を生み出し､ ある い 比新しい 檻念の 創出を婿 向 L 学 術研究文化ぬ発展に 寄与することを目的に活動しています尊

フ ォ
ー ラム へ の参加申し込み

参加のお申し込み は

国際高等研究所W e b サイト
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で受け付けております8

国際高等研究所

会場 へ のアクセ ス

ウェ スティンホテル仙台
クラントホール ル

ー ム
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宮城 県仙台市青葉区一番町1-､9-1
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封本フォーラムに関する お虚し､合わせにはお答えで書ません｡




